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１１．．ははじじめめにに  

令和２年度より小学部から順次実施となる特

別支援学校学習指導要領では，知的障害教育に

おける指導の形態「各教科等を合わせた指導」

の授業において，各教科等で明示された「育成

を目指す資質・能力」を内容として取り扱うこ

とが強調された。このことは，従前の「各教科

等を合わせた指導」において各教科等の内容の

取扱いや学習評価が不明確であるなどの指摘１）

に対する改善策といえる。 

従前にあっても，今後にあっても「各教科等

を合わせた指導」の授業づくりは，授業者にと

っては懸案であり，各教科等の内容の取扱いを

明確にし，かつ，授業の目標やそれに連なる児

童生徒一人一人に対する目標の立案が円滑に促

進される授業づくりの要領が求められる。 

これに応えるべく，本研究では「各教科等を

合わせた指導」の授業づくりの要領を開発する

ことを目的とする。 

 

２２．．方方法法  

 「各教科等を合わせた指導」の授業づくりの

要領（以下，「授業づくりの要領」と記す）の

開発のために，岩手大学教育学部附属特別支援

学校において，研究者と実践者たる特別支援学

校教員が実践を協働する。これは，「アクショ 

 

 

ン・リサーチ」と言える。アクション・リサー

チとは，研究者自身が調査対象となっている人

びとと連携して問題の解決に関与し，協同で実

践を創造し，その解決の過程を探究する方法２）

であり，本研究では開発する「授業づくりの要

領」が，実際の活用を志向する上で最適な方法

であると考えられた。 

対象とするのは，小学部Ａ学級（児童６名）

であり，授業者（教員３名）と研究者（１名）

が協働した。 

実施期間は，20XX年８月～20XX＋１年３月の

約８ヶ月間であり，対象授業は「各教科等を合

わせた指導」の代表的な指導の形態である生活

単元学習とした。 

なお，研究協力者に対しては，本研究の目的や

公開などに関して十分な説明をし，承諾を得た。 

 

３３．．結結果果とと考考察察  

（１）「授業づくりの要領」の基本構想 

先行研究に基づき，「各教科等を合わせた指

導」における「授業づくりの要領」の基本構想

を設定したこの内容は以下の通りである。 

ア 各教科等の目標を達成することを踏まえた

計画であること３）。 

イ 「各教科等を合わせた指導」を志向する授業

者が，確信をもって授業づくりを進められ

るよう，手順が明確であること４）。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

５５．．  連連携携ススキキルルととししててのの検検討討  

授業マイニングを用いた一連の取り組みでは，

対象授業とその授業者へのフィードバックに留

まらず，むしろ，Ａ高等学校の教員に汎用，浸透

する内容が追求された。これは，授業及びそこで

展開される特別な支援を要する生徒への対応が，

包括的で日常的な取り組みとすることが目指さ

れたためであった。 

そこでは，教員の日常的な授業の営みにおい

て自助，共助の糸口があるとの前提で，授業マイ

ニングが実施された。これに本委員会が提起し

た連携スキル６）を対照させるならば，授業参観及

び事後の共同検討までの一連の取り組み中には，

「コンサルテーション」「ファシリテーション」「カ

ウンセリング」「アセスメント」などが含まれる。

今後は，研修内容としての「一連の目的的な連携の

営み」として，授業マイニングの実施要領を明確す

ることが求められる。 
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ウ 教科等横断的視点（学校教育目標等）で単元

を通してどのような資質・能力を育成した

いのかを明らかにし，そこに必然する各教

科等で育成される資質・能力（教科等の目

標・内容）を個別に具体化し，実践を行うと

の流れがイメージできるツールが必要であ

ること５）。 

エ 学習指導要領に基づく「各教科等を合わせ

た指導」の授業づくりの要点を踏まえた手

順であること６）。要点とは，以下の６点であ

る。すなわち，①知的障害のある児童生徒の

学習上の特性を踏まえる，②知的障害者であ

る児童生徒の教育的対応の基本を踏まえる，

③子どもの生活に即した具体的活動を構想す

る，④各教科等を合わせた指導に関する各留

意事項を踏まえ，具体的な活動中に含まれる

各教科等で育成を目指す資質・能力を個別の

教育的ニーズに応じて明確にし，単元におけ

る個別の指導計画を作成し実践する，⑤各教

科の目標に準拠した評価の観点による学習評

価を実施する，⑥カリキュラム・マネジメント

の視点に基づいたＰＤＣＡサイクルで授業改

善を行う，である。 

（２）「授業づくり要領」の考案 

「授業づくりの要領」の基本構想を踏ま

え，授業づくりの手続き及び具体的作業を一

覧した「授業づくりの要領（試案）」を考案し

た。これを表１に示す。 

この内容は，学習指導要領解説各教科等編

における「知的障害のある児童生徒の教育的

対応の基本」を踏まえることを前提とし，独

自に作成した「単元構想シート（試案）」と称

するツールを用いて単元の全体計画並びに学

校教育目標や各教科等における資質・能力と

の関連を授業者が意識できるようにした。そ

の上で，児童生徒一人一人の「単元における

個別の指導計画（試案）」を作成し，個別の目

標・支援の手立てを講じて実践するという手

順である。 

 

表１「授業づくりの要領（試案）」 

 

（３）「授業づくりの要領」の試行 

「授業づくりの要領（試案）」を用いた実践を

行った。生活単元学習では，多様なテーマや活動

内容が構想されるため，活動内容の異なる３つ

の単元を対象とした。この概要を表２に示した。 

以下では「学習発表会で劇『浦島太郎』を発

表しよう」を例に挙げ，その経過を記す。 

まず，「授業づくりの要領（試案）」の手続き

①に従い，学習指導要領解説における知的障害

のある児童生徒の教育的対応の基本を授業者

間で確認した。次に，手続き②〜⑤に従い「単

元構想シート（試案）」を用い，単元の目標，期

間の設定，個々の活動と各教科等における資

質・能力との関連について，学習指導要領に示 

 

表２ 対象とした授業の概略 

 単元名 概要 

１ 
「お蕎麦屋さん

を開店しよう」 

教室を店舗に見立て，蕎麦づく

りや接客，会食を行う。 

２ 

「学習発表会で

劇『浦島太郎』を

発表しよう」 

ステージ発表に向けて台詞や動

きの練習，道具づくりなどを行う。 

３ 
「クリスマス会

をしよう」 

 小学部全体で行うクリスマス会

に向けて，高学年としての運営準

備を行う。 

手続き 具体的作業 

①  
知的障害のある児童生徒の
教育的対応の基本を踏まえ
る 

学習指導要領解説の
読解 

②  
単元における目標の設定（学
校教育目標を踏まえた資質・
能力の育成） 

「単元構想シート」
の作成 

③  
単元における一人一人の活
動の設定 

④  単元の期間の設定 

⑤  
各教科等との関連の確認（各
教科等の目標を踏まえた資
質・能力の育成） 

⑥  個別の目標と手立ての検討 
「単元における個別
の指導計画」の作成 

⑦  授業実践 準備，実践，改善 

⑧  評価 
日々の記録，叙述型
の評価 
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図１ 「単元構想シート（試案）」の使用例 
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表
２
 
対
象
と
し
た
授
業
の
概
略
 

 
単
元
名
 

概
要
 

１
 
「
お
蕎
麦
屋
さ
ん

を
開
店
し
よ
う
」
 

教
室
を
店
舗
に
見
立
て
，
蕎
麦
づ
く

り
や
接
客
，
会
食
を
行
う
。
 

２
 

「
学
習
発
表
会
で

劇
『
浦
島
太
郎
』
を

発
表
し
よ
う
」
 

ス
テ
ー
ジ
発
表
に
向
け
て
台
詞
や
動

き
の
練
習
，
道
具
づ
く
り
な
ど
を
行
う
。 

３
 
「
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
し
よ
う
」
 

 
小
学
部
全
体
で
行
う
ク
リ
ス
マ
ス
会

に
向
け
て
，
高
学
年
と
し
て
の
運
営
準

備
を
行
う
。
 

手
続
き
 

具
体
的
作
業
 

①
 

 知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の

教
育
的
対
応
の
基
本
を
踏
ま
え

る
 

学
習
指
導
要
領
解
説
の

読
解
 

②
 

 単
元
に
お
け
る
目
標
の
設
定
（
学

校
教
育
目
標
を
踏
ま
え
た
資
質
・

能
力
の
育
成
）
 

「
単
元
構
想
シ
ー
ト
」

の
作
成
 

③
 

 単
元
に
お
け
る
一
人
一
人
の
活

動
の
設
定
 

④
 

 単
元
の
期
間
の
設
定
 

⑤
 

 各
教
科
等
と
の
関
連
の
確
認
（
各

教
科
等
の
目
標
を
踏
ま
え
た
資

質
・
能
力
の
育
成
）
 

⑥
 

 個
別
の
目
標
と
手
立
て
の
検
討
 
「
単
元
に
お
け
る
個
別

の
指
導
計
画
」
の
作
成
 

⑦
 

 授
業
実
践
 

準
備
，
実
践
，
改
善
 

⑧
 

 評
価
 

日
々
の
記
録
，
叙
述
型

の
評
価
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図２ 「単元における個別の指導計画（試案）」の使用例 
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されている教科等の目標の段階から，該当する

と考えられるものを協議の上，選択した。この

使用例を図１に示した。 

さらに，手続き⑥に従い「単元における個別

の指導計画（試案）」を用い，個別の目標の設定

と手立ての検討を行なった。授業者が設定した

個別の目標に対し，関連すると考えられる各教

科等の目標・内容について協議の上，選択し記

した。この使用例を図２に示した。なお，この

際，学習指導要領解説総則編巻末の「目標・内

容の一覧」における，段階ごとの目標，内容に

対し，独自に番号を付し，これを選択すること

にした。また，教科等ごとにＡ３用紙に印刷し

て冊子にし，授業者に配付した。授業実践の後

には評価を追記した。 

（４）「授業づくりの要領」の評価 

「授業づくりの要領」の評価に際しては，授

業者に対して質問紙調査を実施した。質問項目

は，以下の２点である。すなわち，①「単元に

おける個別の指導計画（試案）」において評価と

して叙述した内容から，各教科等の目標・内容

に関する資質・能力の育成を読み取れるかにつ

いて，４件法（４＝資質・能力が育まれたと評

価できる，３＝やや資質・能力が育まれたと評

価できる，２＝あまり資質・能力が育まれたと

は評価できない，１＝資質・能力が育まれたと

は評価できない）をもって回答を求めた。な

お，客観性を担保するため，本研究に関与しな

い大学院生１名にも試行内容を詳説し回答を求

めた。②感想や改善すべき点の指摘などについ

て自由記述として回答を求めた。 

①の結果，単元名「お蕎麦屋さんを開店しよ

う」の授業では平均が3.4ポイント，単元名「学

習発表会で劇『浦島太郎』を発表しよう」の授

業では平均が3.4ポイント，単元名「クリスマス

会をしよう」の授業では平均が3.5ポイント，と

なった。このことから，子どもの生活に即した

具体的活動が中心となる「各教科等を合わせた 

指導」においても，各教科等において育成を目

指す資質・能力が，必然的な結果として育成さ

れ得ると考えられた。 

②の結果，８件の回答が得られた。この内容と，

それに対応する改善策を表３に一覧した。改善

策は，授業者と研究者による協議をもって考案

されたものである。 

 

表３ 回答内容とそれに基づく改善策 

回答内容 改善策 

「単元構想シート」について，

目標を観点別に分けて表記し

ても良いのではないか。 

単元構想シートに教科等

横断的な視点に立った資

質・能力を３つに分類す

る観点別の目標の記入欄

を設けることとした。 

「単元構想シート」「単元にお

ける個別の指導計画」両方につ

いて，主な学習活動が教科の何

段階に合致するのかを探すの

が大変。効率的に作成できるシ

ステムがあると良い。 

各教科等の目標の一覧を

データ化し，単元構想シ

ート，単元における個別

の指導計画共にパソコン

での入力を可能とし，効

率化を図ることとした。 

「単元構想シート」を活用する

ことで，単元で何をねらってい

くかをイメージできる。 

授業づくりの要領に留意

点を示すこととした。ま

た，手順の根拠として学

習指導要領に基づく「各

教科等を合わせた指導」

の授業づくりの要点を示

すこととした。 

単元を振り返る際に，個への評

価だけでなく，単元としてどう

だったかを見直すこともでき

る。 

 

単元づくりをする中で各教科

との関連についても押えてい

けるので理にかなっている。 

「単元における個別の指導計

画」に関して，評価の文言から

各教科等の資質・能力が育成さ

れたと感じられた。 

 

単元における個別の指導

計画における評価は発揮

された姿の叙述のみとし

た。 

目標の欄に書かれている教科

名，領域名の他に，自立活動や，

他の教科・領域の資質・能力も

育成されているように感じら

れた。 

各教科等の目標・内容に

該当するものが無いと感

じられても，特別活動の

目標や道徳の内容との関

連が考えられることや，

単元における目標とし

て，教科等横断的な視点

で育成を目指す資質・能

力の育みとして評価する

ことも可能であることの

共通理解を図った。その

旨を「視点・留意点」とし

て授業づくりの要領に記

載することとした。 

（クリスマス会単元において）

各教科等の目標・内容（資質・

能力）には無いが，「サンタさん

が登場すると嬉しそうに声を

あげていた。」「自分の力で時間

いっぱい作成していた。」「進ん

で手を挙げ，サンタさんの手品

の手伝いをすることができ

た。」等，資質・能力の育みとし

て評価したい姿があった。 

   

 

図
２
 
「
単
元
に
お
け
る
個
別
の
指
導
計
画
（
試
案
）」
の
使
用
例
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これによれば，回答内容の例として「『単元構想

シート』について，目標を観点別に分けて表記

しても良いのではないか」との意見があり，こ

れについて「単元構想シート」に教科等横断的

な視点に立った資質・能力を３つに分類する観

点別の目標の記入欄を設けることをもって改善

策とした。また，「効率的に作成できるシステム

があると良い」との意見があり，これについて

「単元構想シート」「単元における個別の指導計

画」をデジタル化し，Microsoft Excel®による操

作を可能にすることをもって改善策とした。 

以上を踏まえ「単元構想シートを用いた授業

づくりの要領」を開発した。これを表５に示し

た。「各教科等を合わせた指導」の授業づくりの

要点と手順を対応させ，手順の遂行における視

点・留意点と，関連する資料・ツールを一元的

に記した。 

今後「単元構想シートを用いた授業づくりの

要領」について，これが活用されることを期待

するとともに，活用事例をもって実践的に検証

することが必要である。 
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